
































年 代 で は 頻 繁 に
1,000人以上を記録
し，伊勢湾台風が発
生した1959年には最
大値（5,500人）とな
った。1960年以降で
は，死者・行方不明
者数は減少傾向とな
り，1960，70年代は
数百人代で推移し，
1980年以降は100人図１　水害発生状況の経年変化　上から死者・行方不明者数，水害被害額，浸水面積
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前後となった。その中で2018年は西日本豪雨
等により261名を記録し，平成最悪の人的被
害となった。
平成で200名の人的被害が発生したのは台
風10個が上陸した2004年の240名についで２
回目であるが，これは複数の気象イベントに
よる死者・行方不明者の合計である。一つの
気象イベントで245名の死者・行方不明者を
出した2018年西日本豪雨が如何にインパクト
が大きな水害であるかが分かる。また，死
者・行方不明者の10年移動平均値は，経年的
に減少していたが，1990年代後半を底にし
て，近年，増加傾向に転じている様子が伺え
る。
次に，水害被害額に関しても，1940，50年
代には１兆円を超える被害が頻発し，1953年
に最大値（2.7兆円）となった。その後の水害
被害額は減少するが，1960年代後半以降は概
ね横ばいとなり，10年移動平均値は5,000億
円前後を推移しており，死者・行方不明者数
とは大きく異なっている。なお，2018年に関
しては，正式な推計値は発表されていない
が，２兆円を超える被害額が報告されてお
り，人的被害だけでなく，物的被害も甚大で
あった。
最後に浸水面積に関しては，年間統計値と
して記録が残る1961年に41万haで最大とな
り，その後，多少の増減を繰り返しながら，
経年的には明確に減少している。2010年代は
２万ha前後を推移している。なお，過去30
年間の浸水面積の合計値は88.4万haであ
る。これは日本の国土面積（378,600km2）の
2.3％であり，標高０～100mの面積（100,146 
km2）の8.9％に相当している。人口は標高０
～100mの範囲に82.9％が集中していること
から１），単純計算では全人口の7.3％（約900
万人強）が過去30年間で何らかの浸水被害を
受けたことになる。
⑵ 浸水面積当たりの人的・物的被害
より詳細に水害状況を把握するために，浸
水面積当たりの水害被害額と人的被害（死
者・行方不明者数）の経年変化（10年移動平均
値）を図２に示す。ここでは，洪水氾濫に直
接関与する河川水位データとして，計画高水
位（HWL）を超過した水位観測所数を1,000
地点当たりに換算したものの経年変化も図示
する。まず，HWL超過地点数に関しては，
全体的には，1980年代から1990年代までは減
少傾向，2000年代から2010年代にかけて増加
傾向が見て取れる。河川整備は着実に進んで
いるため，その効果で1990年代までのHWL
超過地点数の減少となっている。一方，近年
（2000年代→2010年代）の増加傾向は，気候変
動の進展に伴う雨の降り方の変化を反映して
いるものと考えられる。
それに対して，浸水面積当たりの水害被害
額は概ね単調増加し，1960年代では２～３億
円 /km2であったが，2010年代では20億円 /
km2と約10倍になっている。また，浸水面積
当たりの死者・行方不明者に関しても，1960
～2000年までは約0.15～0.20人 /km2を推移し
図２　HWLを超過した水位観測所数
1,000地点当たりに換算⒜と浸水面積当たりの人的被害
（死者・行方不明者数）と水害被害額⒝の経年変化
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たが，2018年では0.42人 /km2と２～３倍とな
り，近年増加傾向と言える。
このように，人的被害や水害被害額自体は
近年概ね横ばいや微増傾向であるが，浸水面
積あたりに直すと，明確な増加傾向となって
いる。これは，氾濫域に資産や人口が集中し
ているためである。一般に，氾濫域は国土全
体の面積の10％であるが，この氾濫域に人口
と資産はそれぞれ全体の50，75％も集中して
いる。ただし，被害額と死者・行方不明者
は，同じ増加傾向でも詳細な様相は異なる。
すなわち，被害額は2000年以降の傾きは小さ
いが，逆に死者・行方不明者の傾きは大き
い。この差は，高齢化の進行によるものと考
えられ，2000年と2015年における75歳以上の
割合はそれぞれ７％，13％であり，この15年
間でおよそ２倍になっている。
高齢者，特に後期高齢者は，避難への備え
や対応が十分ではないため，後期高齢者の増
加が同じ洪水状況でも人的被害を増大させる
可能性は十分高い。
2015年関東・東北豪雨と
2018年西日本豪雨
本章では，平成にて大規模洪水氾濫をもた
らした「2015年関東・東北豪雨」と「2018年
西日本豪雨」の概要について述べる。
⑴ 2015年関東・東北豪雨
平成27年（2015年）関東・東北豪雨で
は，２つの台風17，18号による線状降水
帯が関東・東北地方に発生し，死者・行
方不明者は８名に達した。このうち，利
根川水系鬼怒川の上流域の日光市などで
は600mmを超える豪雨となった。その
ため，９月10日には鬼怒川下流域で水位
が大きく上昇し，12時50分頃に鬼怒川
21k左岸地点（茨城県常総市三坂町地先）
にて決壊が発生した（写真１，９月10日15
時07分撮影）。堤防決壊の要因は越水と
言われており，越水時間は約２時間，越
流水深は20cmであった。
河川堤防の決壊により，河川周辺に氾濫流
が流れ込んでいる様子が分かる。氾濫流は広
域に広がり，常総市の1/3に相当する40km2も
浸水した。また，浸水が引くのに約10日間も
かかったこと，かつ，自衛隊などに救助され
た人が4,300人と非常に多いことが特徴であ
った。鬼怒川の洪水氾濫による死者は２名で
あった。 
⑵ 2018年西日本豪雨
平成30年６月28日から７月８日において，
梅雨前線や台風７号の影響により，西日本を
中心に広い範囲で記録的豪雨が発生した。こ
の豪雨により，広島県，岡山県，愛媛県を中
心に，死者・行方不明者数が245名となる平
成最悪の豪雨災害が発生した。特に高梁川水
系小田川とその支川では，堤防が９ヵ所も決
壊し，それに伴い岡山県倉敷市真備町の約３
割が浸水し，死者は51名に達した（写真２）。
今次水害では，洪水氾濫は７月６日23時台
に始まったが，当該地区の避難勧告は同日22
時，大雨特別警報は同日22時40分にそれぞれ
出され，気象警報・避難情報は氾濫発生前に
出されていた。それにも関わらず，これだけ
の人的被害が発生した。洪水氾濫状況を把握
するために，洪水痕跡調査により得られた浸
写真１　2015年関東・東北豪雨による鬼怒川堤防決壊時の
斜め航空写真　国交省関東地方整備局提供，http://
www.ktr.mlit.go.jp/bousai/bousai00000095.html
氾濫流
河川
流
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水深コンターを写真３に示す。これよ
り，小田川北側では５mを越える浸水深
が南北１km，東西3.5 kmという広大な
範囲に発生したことが分かる。また，北
側の浸水域の大部分が浸水深３m以上と
なっている。一方，小田川の南側でも真
谷川周辺で浸水深５mを越える状況とな
っていることが伺える。一般に，家屋の
１階分が高さ３mに相当することから，浸水
深５mは，２階の大部分が水没する状況とな
る。そのため，１階から２階への垂直避難が
通用しない水害であったと言える。
表１は2018年西日本豪雨における小田川と
2015年の関東・東北豪雨による鬼怒川の洪水
氾濫状況を比較した結果を示す。これより，
浸水範囲は小田川では10.3km2であり，これ
は鬼怒川の場合（40 km2）の約1/4に相当す
る。それに対して，氾濫水量は両洪水共に同
程度である（鬼怒川：3,400万m3，小田川：
3,531万m3）。これより，小田川のケースの方
が，相対的に狭い範囲に大量の氾濫水量が発
生したため，より大きな浸水深が記録された
ものと考えられる。洪水氾濫発生は，小田川
では夜間，鬼怒川では昼間からそれぞれ発生
した。このように，小田川の洪水氾濫は，
① 夜間からの発生，② 浸水深が５mを越え
る，③ 水位上昇速度が大きい（説明省略），
という３つの特徴が，甚大な人的被害を発生
した要因となっているものと考えられる。
令和に向けて
今後，高齢化に伴う避難への対応力の低下
と気候変動の進展による災害外力の増加は，
より甚大な水害被害を生む要因となり得るも
のと強く懸念される。まさに，その懸念が具
現化されたのが，2018年の西日本豪雨であっ
た。そのためにも，河川整備等のハード対策
を着実に進めていくとともに，避難に対する
意識向上が必須である。さらに中長期的に
は，洪水氾濫が想定されるエリアに住まず
に，水害から免れる「免災」が不可欠であ
り，国民の暮らしを抜本的に見直す必要に迫
られている。
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表１　2018年小田川と2015年鬼怒川の洪水氾濫状況の比較
豪雨名 平成30年７月豪雨（西日本豪雨）
平成27年関東・東北
豪雨
場所 岡山県倉敷市真備町 茨城県常総市
浸水範囲 全体：10.3km
2
（左岸：8.5km2） 40km
2
氾濫水量 3,531万m3 3,400万m3
最大浸水深（実測値） 5.38m 3.01m
堤防決壊時間 夜間～朝方 昼間
